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これからの教育 
学力向上担当 

金澤 健二 

 

新年度になりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大防止における措置で、保護者の皆様には様々な

面でご協力をいただきありがとうございます。 

 

さて、ご存じの方も多いと思いますが、今年度より学習指導要領が変わりました。学習指導要領とは、

国が定めた「教育課程の基準」となるものです。つまり、学校教育はこの学習指導要領で定めた資質や能

力が育成されるように教育活動を行っていくことになります。また、学習指導要領が求める資質や能力と

は、これからの社会において必要になってくる力ということになります。 

では、それはどのようなものかというと、「未知の問題や課題に対して、自分の知識などを生かし、自

ら考え判断し、他者と協働しながら答えを見つけ出していく力」です。これは、初めて挑戦することに対

して、今までの自分の経験などを生かし、自分なりに、または友だちと協力し合う中で答えを見つけてい

けるようになるということです。実はこの考え方は、新たに打ち出されたものではありません。今までも

求められてきた「生きる力(変化の激しいこれからの社会を生き抜くための力)」をよりよく育むために明

確化が図られたものです。 

 

そんな子どもたちを育てていくために、御牧小学校でも少しずつですが取組を進めていきます。まず、

子どもたちが学習課題に対して、気づきを持って学びを進めていく授業づくりです。問題を解くうちに分

かったと気づくこともあれば、友だちの話で気づくこともあるかもしれません。また、今まで学習してき

たこととつながっているということに気づくこともあるかもしれません。様々な気づきの中で、自ら考え

判断し、答えを見つけていける子どもを育てていきます。 

また、子ども一人一人が、自分に合った学習速度の教室を自分で選択し、学びを進めていけるように、

去年まで行われていた少人数指導の見直しを計画しています。 

 

最後に、保護者の皆様とも考えていきたいのは、いつ治まるとも知れない新型コロナウイルスの感染拡

大にともなう臨時休業、この状況が「未知の問題」にあたるのではないかということです。どうすること

が正解かは分かりません。しかし、この状況に対して不安を抱いたまま過ごすのではなく、その中で今必

要なことは何かを考え、時には家族で相談し、実行していく(答えを見つける)ことが大切なのではないで

しょうか。それは、まさに久御山学園の掲げる児童に最もつけたい力＝「自己指導能力」にもつながって

います。ピンチをチャンスにとはよく言われますが、学校でも新学習指導要領が目指す子どもの姿を見定

め、本当につけるべき力はどういったものなのかを見つけ出し、授業づくりを進めていきたいと考えてお

ります。 

 

おしらせ 

 ６月の学校再開に向けて、準備を行っていますが、年度当初にお知らせした年間の学校行事について

は、今後も変更させていただく可能性があります。決まり次第、メール配信やホームページ、学校だよ

り等でお知らせいたします。また、先日、お配りしたPTA総会に対する委任状は、下記の方法で返信をお

願いいたします。 

 

PTA委任状について 

・宿題プリントの返却用封筒に同封する。 

・FAXにて送信する。（075－631－0046） 

・学校再開日に、提出する。 


